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留
学
生
と
し
て
初
め
て
入

賞
し
た
グ
エ
ン
さ
ん
の
論
文

は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が

も
た
ら
す
社
会
的
影
響
｜
ベ

ト
ナ
ム
人
私
費
留
学
生
に

つ
い
て
の
事
例
研
究
か
ら

｜
」。
学
費
や
生
活
費
の
た

め
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
掛
け
持

ち
す
る
ベ
ト
ナ

ム
出
身
の
友
人

た
ち
が
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
に

つ
い
て
こ
ぼ
す

の
を
聞
き
、
文

献
や
内
閣
府
な

ど
官
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参

考

に

考

察

し

た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
ハ
ノ

イ
人
文
社
会
科
学
大
学
の
東

洋
学
部
日
本
学
科
３
年
生
。

３
年
後
期
を
休
学
し
、
昨
年

４
月
か
ら
人
間
科
学
部
の
特

別
聴
講
生
に
な
っ
た
。
指
導

の
嶋
根
克
己
教
授
は
同
コ
ン

ク
ー
ル
へ
の
応
募
を
推
奨
し

て
お
り
、「
論
文
の
書
き
方
を

覚
え
ら
れ
る
し
日
本
語
の
力

も
上
が
る
と
言
わ
れ
て
挑
戦

し
た
。
ま
さ
か
入
賞
な
ん

て
」と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
。

　
論
文
部
門
審
査
委
員
長
の

廣
川
和
花
文
学
部
准
教
授
は

評
価
理
由
と
し
て
「
切
実
な

問
題
意
識
と
日
本
語
で
書
き

上
げ
た
努
力
」
を
挙
げ
た
。

　
日
本
語
の
勉
強
は
大
学
に

入
学
し
て
か
ら
と
い
う
が
、

会
話
も
読
み
書
き
も
な
め
ら

か
。
謙
虚
で
人
懐
っ
こ
い
人

柄
で
、「
日
本
と
の
対
比
で

的
確
に
ベ
ト
ナ
ム
の
事
情
を

話
し
て
く
れ
る
」
と
学
部
の

仲
間
も
受
賞
を
喜
ぶ
。
論
文

の
完
成
に
は
文
章
表
現
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
る
友
人

の
協
力
も
あ
っ
た
。

　
３
月
下
旬
に
帰
国
し
、
復

学
後
は
日
本
や
ベ
ト
ナ
ム
の

社
会
問
題
を
研
究
す
る
専
門

家
を
目
指
す
。

年
度
第
１
期
長
期

交
換
留
学
生
に
５
人

　
２
０
１
７
年
度
の
長
期
交

換
留
学
生
及
び
交
換
留
学
奨

学
生
（
第
１
期
）
に
５
人
が

決
ま
っ
た
。

　
１
月
12
日
、
留
学
許
可
書

交
付
式
が
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
わ
れ
、
髙
橋
裕
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
許
可
書

が
手
渡
さ
れ
た
。

　
留
学
先
と
期
間
、
氏
名
・

学
部
・
専
攻
、
学
年
は
次
の

通
り
。（
敬
称
略
）

●
リ
ヨ
ン
政
治
学
院
（
フ
ラ

ン
ス
）
２
月
〜
18
年
１
月

▽
下
村
直
之
（
経
済
３
）

▽
長
坂
早
緒
梨（
院
文
博
１
）

●
バ
ル
セ
ロ
ナ
大
学
（
ス
ペ

イ
ン
）
２
月
〜
18
年
２
月

▽
粳
間
翔
太
（
経
済
３
）

●
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
大

学
ハ
レ
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル

ク
（
ド
イ
ツ
）
３
月
〜
18
年

２
月

▽
小
池
駿
（
文
２
）

●
檀
国
大
学
（
韓
国
）
２
月

〜
12
月

▽
金
理
紗
（
商
２
）

長
期
交
換
留
学
生
に
決
ま
っ

た
５
人
と
髙
橋
セ
ン
タ
ー
長

（
左
か
ら
３
人
目
）

　「
中
国
へ
の
関
心
が
一
層

深
ま
り
ま
し
た
」。
経
済
学

部「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
論
」（
狐
崎
知
己

教
授
）
で
、
小
牧
恵
介
さ
ん

（
２
年
次
）は
昨
夏
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

（
非
政
府
組
織
）の
ス
タ
デ
ィ

ー
ツ
ア
ー
に
参
加
、
中
国
雲

南
省
で
少
数
民
族
の
暮
ら
し

を
肌
身
で
体
験
し
て
き
た
。

　「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
論
」
は
、
途
上

国
の
人
々
の
暮
ら
し
と
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
活
動
状
況
を
経
験
す
る

特
徴
あ
る
授
業
。
国
際
開
発

協
力
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を

対
象
に
、
欧
米
や
日
本
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
歴
史
、
理
論
、
活
動

事
例
や
課
題
、
調
査
研
究
の

手
法
な
ど
を
少
人
数
の
演
習

形
式
で
学
ぶ
。

　
夏
期
休
暇
中
に
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
主
催
す
る
海
外
ス
タ
デ
ィ

ー
ツ
ア
ー
に
参
加
、
今
年
度

は
14
人
が
中
国
、イ
ン
ド
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
、タ
ン
ザ
ニ
ア
、
メ

キ
シ
コ
の
５
カ
国
で
ス
タ
デ

ィ
ー
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。

　
谷
ヶ
城
秀
吉
ゼ
ミ
で
日
本

と
ア
ジ
ア
の
経
済
発
展
や
企

業
活
動
を
学
び
、
中
国
の
経

済
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
小

牧
さ
ん
は
、
目
的
地
を
迷
わ

ず
中
国
に
決
め
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
日
本
雲
南
聯
誼
協

会
」
の
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー

に
梅
原
康
孝
さ
ん
（
経
済

２
）
と
と
も
に
参
加
、
雲
南

省
の
昆ク

ン
ミ
ン明

市
と
老ラ

オ

ム

ー

バ

木
壩
村
に

合
計
11
日
間
滞
在
し
た
。

　
雲
南
省
は
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
、
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
に

接
し
て
お
り
、
中
国
と
東
南

・
南
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
重
要
地

域
。
昆
明
市
な
ど
都
市
部
と

同
村
な
ど
山
間
部
と
の
経
済

格
差
は
大
き
い
。

　
少
数
民
族
イ
族
な
ど
が
住

む
山
岳
地
帯
の
老
木
壩
村
は

人
口
約
１
０
０
０
人
。
小
牧

さ
ん
は
美
し
い
田
園
風
景
に

息
を
の
ん
だ
。
暮
ら
し
は
質

素
で
、
住
宅
の
布
団
の
詰
め

物
は
ワ
ラ
や
ウ
サ
ギ
の
毛
を

集
め
た
も
の
だ
っ
た
。
枕
も

粗
末
で
日
光
に
干
す
習
慣
が

な
い
た
め
、
住
民
は
感
染
症

に
か
か
り
や
す
い
。

　「
戦
後
、
日
本
で
農
山
村

の
生
活
を
向
上
さ
せ
た
生
活

改
善
運
動
が
、
こ
こ
で
も
必

要
だ
と
思
い
ま
し
た
」

　
一
方
で
、「
村
の
人
々
は

伸
び
伸
び
と
暮
ら
し
、
現
状

に
不
満
を
持
っ
て
い
る
様
子

は
見
え
な
い
。
人
の
幸
せ
は

お
金
で
決
ま
る
の
か
、
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
」。

　
小
牧
さ
ん
は
農
家
の
男
性

の
満
面
の
笑
顔
を
カ
メ
ラ
に

収
め
た
。

　「
も
っ
と
勉
強
し
て
、
ま

た
中
国
を
訪
ね
た
い
」

小
牧
さ
ん
が
撮
影
し
た

中
国
人
男
性
の
写
真

ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
で
撮
影

し
た
写
真
を
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
に
展
示
。
右
か
ら
２
人
目

が
小
牧
さ
ん

中国雲南省に滞在

「豊かさ」を考えた
「ＮＧＯ論」　小牧さん（経済２）

　
二
宮
真
樹
さ
ん
（
法
３
）

は
２
０
１
５
年
後
期
に
半
年

間
休
学
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各

国
の
中
学
高
校
で
日
本
語
の

授
業
の
補
助
を
す
る
「
日
本

語
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」
と
し
て

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
活
動
し

た
。「
教
え
る
」
こ
と
の
意

義
と
楽
し
さ
を
実
感
し
た
５

カ
月
間
を
胸
に
、
教
師
を
目

指
す
。

　
教
職
課
程
を
履
修
し
て
い

る
二
宮
さ
ん
は
、
教
育
実
習

を
前
に
現
場
を
体
験
し
た
い

と
、
国
際
交
流
基
金
が
実
施

す
る
日
本
語
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

に
応
募
し
た
。

　
１
カ
月
間
の
国
内
研
修
を

経
て
、
ジ
ャ
ワ
島
中
部
の
都

市
ス
マ
ラ
ン
に
赴
任
。
高
校

２
校
を
担
当
し
た
。
う
ち
１

校
は
全
学
年
日
本
語
必
修
、

午
前
７
時
の
始
業
か
ら
午
後

３
時
の
終
業
ま
で
授
業
が
み

っ
ち
り
詰
ま
っ
て
い
た
。

　
教
師
の
目
に
付
き
に
く
い

生
徒
の
サ
ポ
ー
ト
を
心
掛

け
、
積
極
的
に
話
し
掛
け

た
。
日
本
語
が
苦
手
で
授
業

中
も
不
真
面
目
だ
っ
た
あ
る

男
子
生
徒
は
、
二
宮
さ
ん
の

ア
ド
バ
イ
ス
が
き
っ
か
け

で
、
職
員
室
に
来
て
質
問
す

る
回
数
が
増
え
た
。
試
験
は

30
点
も
ア
ッ
プ
し
、「
日
本

語
が
大
好
き
、
も
っ
と
勉
強

し
た
い
」
と
言
う
生
徒
に
二

宮
さ
ん
は
「
成
長
を
目
の
前

で
見
る
こ
と
が
で
き
、
う
れ

し
か
っ
た
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ

ば
せ
る
。

　
授
業
の
ほ
か
に
も
、
浴
衣

着
付
け
や
茶
道
、
書
道
な
ど

日
本
文
化
も
紹
介
。
中
で
も

た
こ
焼
き
作
り
が
大
好
評
だ

っ
た
。
活
動
を
通
し
「
自
分

自
身
が
日
本
に
つ
い
て
再
認

識
で
き
た
」
と
振
り
返
る
。

　
赴
任
時
は
あ
い
さ
つ
程
度

だ
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
は

み
る
み
る
上
達
し
、
３
カ
月

ほ
ど
た
っ
た
こ
ろ
に
は
、
生

徒
か
ら
「
バ
グ
ー
ス
（
い
い

ね
）」
と
褒
め
ら
れ
た
。
日

本
人
嫌
い
を
公
言
す
る
相
手

と
も
話
し
合
う
こ
と
で
理
解

が
深
ま
っ
た
。
３
月
の
帰
国

時
に
は
、
餞
別
の
品
で
荷
物

が
倍
に
増
え
た
ほ
ど
。
活
気

あ
ふ
れ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

の
熱
い
日
々
は
今
で
も
二
宮

さ
ん
の
支
え
に
な
っ
て
い

る
。

　
法
学
部
で
は
広
瀬
崇
子
ゼ

ミ
に
所
属
。
国
際
政
治
を
学

び
、
国
際
的
な
視
点
や
学
ぶ

姿
勢
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
と
話
す
。

　「
大
学
で
の
学
び
や
日
本

語
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
で
の
経
験

を
生
か
し
、
生
徒
の
気
持
ち

に
寄
り
添
い
、
成
長
を
手
助

け
す
る
教
師
に
な
り
た
い
」

と
中
学
・
高
校
の
社
会
科
教

師
を
目
指
し
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
高
校
で

書
道
を
紹
介
す
る
二
宮
さ

ん

２
０
１
６
年
１
月

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
交
流

二
宮
さ
ん（
法　
　

３

）
日
本
語
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

賞状を手に笑顔のグエンさん

特
別
聴
講
生 

グ
エ
ン
さ
ん

留
学
生
初
の
入
賞

　
懸
賞
論
文
部
門
に
15
本
、

文
芸
作
品
部
門
に
21
作
品
の

応
募
が
あ
り
、
両
部
門
で
16

人
が
入
賞
。
授
賞
式
が
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
12
月
８
日
に

行
わ
れ
、
阿
藤
正
道
学
生
部

長
か
ら
賞
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
た
。

　
鳳
賞
の
前
田
さ
ん
は
、
あ

る
少
年
の
人
生
を
同
級
生
の

少
女
の
視
点
か
ら
描
い
た
。

小
説
は
２
作
目
で
10
日
ほ
ど

で
書
き
上
げ
た
。「
詩
や
俳

句
な
ど
に
も
挑
戦
し
、
感
性

を
磨
い
て
い
き
た
い
」
と
話

す
。柘

植
文
学
賞

曽
根
川
さ
ん

　
故
柘
植
光
彦
名
誉
教
授
の

遺
志
を
継
ぐ
柘
植
光
彦
文
学

賞
に
は
、
曽
根
川
寿
哉
さ
ん

（
文
４
）
の
「
淦あ

か

穴あ
な

の
記
」

が
選
ば
れ
た
。
鳳
賞
、
柘
植

光
彦
文
学
賞
の
賞
金
は
い
ず

れ
も
20
万
円
。
入
賞
作
は
作

品
集
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
。

　
そ
の
他
の
入
賞
者
と
作
品

名
は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

◆
懸
賞
論
文

【
優
秀
賞

賞
金
５
万
円
】

▽
熊
谷
大
平
（
商
４
）「
老

舗
企
業
の
投
資
価
値
」
▽
川

名
萌
々
花
（
人
間
科
学
３
）

「
女
性
活
躍
社
会
を
目
指
し

て
｜
本
当
に
必
要
な
改
革
と

は
｜
」

【
佳
作

賞
金
２
万
円
】

▽
藤
原
華
（
人
間
科
学
３
）

「
人
々
の
関
わ
り
は
希
薄
化

し
た
の
か
｜
無
縁
社
会
の
中

で
つ
な
が
り
を
感
じ
ら
れ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
｜
」
▽
芝
田

隆
典
（
同
）「
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
が
社
会
運
動
に
与

え
る
影
響
｜
情
報
化
時
代
の

社
会
的
紐
帯
を
考
え
る
｜
」

▽
鳥
村
さ
く
ら
（
同
）「
学
歴

社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
」

◆
文
芸
作
品

【
優
秀
賞

賞
金
５
万
円
】

▽
河
崎
嵩
士
（
商
４
）「
魔

女
の
密
室
」
▽
鈴
木
渚
々
美

（
文
２
）「
美
し
い
庭
」
▽

岡
田
大
樹
（
院
文
博
２
）

「
盤
上
の
異
人
」

【
佳
作

賞
金
２
万
円
】

▽
秋
山
彰
太
（
文
４
）「
ヴ

ィ
ー
ナ
ス
フ
ォ
ー
ル
」
▽
島

﨑
望
（
同
）「
か
わ
い
い
ふ

り
し
て
、
あ
の
子
」
▽
菊

池
結
利
奈
（
同
）「
結

む
す
び

切き
り

」

▽
袴
田
真
尚
（
院
文
修
２
）

「
ぶ
っ
壊
れ
ね
じ
ね
じ
」
▽

伊
藤
希
（
文
４
）「
望
ま
れ

た
加
害
者
」

鳳
賞
の
前
田
さ
ん
に
阿
藤

学
生
部
長
か
ら
賞
状
と
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
た

　
２
０
１
６
年
度
懸
賞
論

文
・
文
芸
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
（
学
生
部
主
催
）
の
文

芸
作
品
部
門
で
、
最
優
秀

の
鳳
賞
に
前
田
萌
香
さ
ん

（
文
２
）
の
「
異
端
村
野

の
お
は
な
し
」
が
選
ば
れ

た
。
懸
賞
論
文
部
門
は
鳳

賞
該
当
作
な
し
。
ベ
ト
ナ

ム
人
特
別
聴
講
生
の
グ
エ

ン
・
ヴ
ィ
エ
ッ
ト
・
テ
ィ

エ
ッ
プ
さ
ん
（
21
）
の
論

文
が
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

留
学
生
の
入
賞
は
初
め

て
。

前田さんが文芸鳳賞
懸賞論文・文芸作品コンクール


